
【参考】 

１ 合併する特例民法法人の概要 

 

 

 

 

 （ 社 ） 愛 知 県 畜 産 協 会 

会 員 数 ２１会員 

常勤職員数 ８名 

常勤役員数 １名 

業 務 内 容 経営及び技術の指導、調査及び情報の

提供、家畜の健康保持及び疾病対策、

肉用牛肥育生産者への補てん、畜産関

係者への施設の提供、顕彰等 

※資産の額 ５７３，１４２千円 

※負債の額 ４０４，５１８千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 （社）愛知県肉用牛価格安定基金協会 

会 員 数 ４会員 

常勤職員数 ２名 

常勤役員数 １名 

業 務 内 容 肉用子牛生産者への補てん 

※資産の額 １，４７３，９７６千円 

※負債の額 ６４０，４４９千円 

 

 

 

 

 

 

 

※は本年度期末及び次年度期首の予想数値です。 

現   在 合 併 後 

 

項 目 （ 社 ） 愛 知 県 畜 産 協 会 

会 員 数 ２０会員 

常勤職員数 １０名 

常勤役員数 １名 

業 務 内 容 経営及び技術の指導、調査及び情報

の提供、家畜の健康保持及び疾病対

策、肉用子牛生産者及び肉用牛肥育

生産者への補てん、畜産関係者への

施設の提供、顕彰等 

※資産の額 ２，０４７，１１８千円 

※負債の額 １，０４４，９６７千円 

合併の効果 ①（社）愛知県畜産協会は、畜種を

問わず畜産業全般に係る経営、衛

生、環境各般に亘る業務を、（社）

愛知県肉用牛価格安定基金協会は、

肉用子牛の経営に係る単一業務を

行っているが、合併により（社）愛

知県畜産協会が、肉用子牛生産農家

（５８３戸 ２１年２月１日現在）

に対して総合的な経営支援を行う

ことができる。 

②（社）愛知県畜産協会と（社）愛

知県肉用牛価格安定基金協会の会

員が重複している中で、合併により

会員や役員が理事会、総会の出席も

それぞれに対応する必要がなくな

ることから、負担軽減につながる。 

③合併により、それぞれに役員や管

理部門が必要なくなることから、合

理化と意思の統一、決定が図りやす

くなる。 

 



２ 吸収合併までの主な事務スケジュール［凡例 ○ 実績、●予定］ 

（１）これまでの経過 

 ○２１年１０月１４日（水） 吸収合併契約書調印式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※この写真データは提供可能です。 

（社）愛知県畜産協会と（社）愛知県肉用牛価格安定基金協会との吸収合併契約書の調印

式が、両協会役員ら２８名出席のもと、２１年１０月１４日（水）正午から大津橋ビルで開

かれ、（社）愛知県畜産協会の川上理事長、（社）愛知県肉用牛価格安定基金協会の倉内会長

理事が契約書に調印しました。 

 ○２１年１０月２７日（火） 臨時総会 

  （社）愛知県畜産協会と（社）愛知県肉用牛価格安定基金協会それぞれの臨時総会が、会

員出席のもと、２１年１０月２７日（火）に大津橋ビルで開かれ、先に調印された吸収合併

契約書の承認等が行われました。 

 ○２１年１１月２７日（金） 知事からの合併認可 

  知事から（社）愛知県畜産協会と（社）愛知県肉用牛価格安定基金協会代表者に対して合

併認可を行いました。 

（２）これからの予定 

 ●２１年１２月１１日（金） 

  （社）愛知県畜産協会と（社）愛知県肉用牛価格安定基金協会において、債権者保護手続

きとして、官報による公告及び債権者に対する催告が行われます。 

 ●２２年４月１日（木） 

  （社）愛知県畜産協会が変更、（社）愛知県肉用牛価格安定基金協会が解散の登記を行い、

同日をもって合併が成立します。 
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